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歯科領域での臨床におけるインプラント治療や矯正治療などの分野では，患者の口腔内で長期

間装置を維持するための接着処理が非常に重要な過程となる。ジルコニア(ZrO2)は優れた物理的
特性および高い生体適合性を有することから，歯科用材料としてクラウン・ブリッジ，インプラ

ント治療における上部構造等に広く利用されている。ジルコニア製のクラウンやブリッジを歯へ

装着するには，従来の金合金製のものよりも歯質を多く切削する必要があり，装置の維持に重要

な支台歯の長さは短く，かつ支台歯との接着面積は小さくなる。このため，ジルコニア－セメン

ト間に適切な接着力を生み出すための前処理が必要となる。接着前の表面処理には，化学的処理

やサンドブラスト処理が用いられている。しかし，化学的処理は洗浄や乾燥の工程が必要である

ほか，廃液の処理が問題となっている。また，サンドブラスト処理は歯科診療室で処理を行う際

の粉末の飛散が問題となっている。そこで近年，低温かつ低侵襲で高い化学的反応性を示す，大

気圧低温プラズマによる表面処理が注目されている。本研究では，ジルコニア等の歯科材料とセ

メントとの間の接着力向上を目的とし，様々なガス種で大気圧低温プラズマを生成できるマルチ

ガスプラズマジェットを用いて表面処理を行い，接着強度の評価およびプラズマ処理後の試料表

面の観察を行った。 
ジルコニア－セメント間の接着強度の測定実験では，耐水研磨紙で十分に研磨された 15×15×

3 mmのジルコニア片を処理対象とし，対象の 3 mm上方から各ガス種(N2，CO2，O2，Air，Ar)の
大気圧低温プラズマを 3秒または 10秒間照射した。表面処理後のジルコニア片に対して，ステン
レスロッドを接着性レジンセメントで接着した。接着面は直径 3 mmの円形とした。37±2℃で 24
時間精製水中で浸漬保存を行った後，引張り試験を実施した。比較対象として，表面処理を施さ

ないコントロールと，従来法であるサンドブラスト処理を行ったものについても接着強度の測定

を行った。Figure 1に実験結果を示す。各ガス種のプラズマ処理条件で，接着強度の変化に大きな
差異があることが確認された。特に 10秒の N2プラズマ処理で顕著な接着強度の向上が見られ，

サンドブラスト処理と同等の 18.5 MPaが得られ
た。3秒の N2プラズマ処理では，未処理群の 9.75 
MPaと比較して 1.18 MPaの向上しか見られなか
ったことから，ジルコニア－セメント間の接着強

度はプラズマ照射時間に依存している事が確認

できる。発表では，照射時間の延長により接着力

の向上が見られた N2，CO2，Airのプラズマ処理
について，ジルコニア－セメント間の接着強度と

照射時間の関係性を調べた結果を報告する。ま

た，接着強度向上の機序解明を目的としたプラズ

マ処理後の試料表面の観察結果も報告する。 
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